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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月26日(2011.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホ乳類ＦＡＢＰ４をコードする核酸の対応領域の連続核酸塩基と少なくとも８０％の相
同性を有する合計１０－５０の連続核酸塩基配列を有効成分として含む１０－５０核酸塩
基長である該オリゴマーを含有する、医薬組成物。
【請求項２】
　ホ乳類ＦＡＢＰ４をコードする核酸の対応領域の連続核酸塩基配列が１つ以下のミスマ
ッチを含む請求項１記載のオリゴマー。
【請求項３】
　オリゴマーの核酸塩基配列が連続核酸塩基配列からなる請求項１ないし２のいずれか記
載のオリゴマー。
【請求項４】
　ホ乳類ＦＡＢＰ４をコードする核酸が、ヒトＦＡＢＰ４ヌクレオチド配列である、例え
ば配列番号１、又はその天然アレル変異体である請求項１ないし３のいずれか記載のオリ
ゴマー。
【請求項５】
　相補的ＦＡＢＰ４と二本鎖を形成する場合、標的ＲＮＡがリボヌクレアーゼＨを動員す
ることができ、連続核酸塩基配列が、少なくとも８、少なくとも９、又は少なくとも１０
である核酸塩基部分である連続サブ配列を含む請求項１ないし４のいずれか記載のオリゴ
マー。
【請求項６】
　該オリゴマーが、１０－２２核酸塩基長である請求項１ないし５のいずれか記載のオリ
ゴマー。
【請求項７】
　少なくとも１の親和性増大ヌクレオチド類似体を含み、残りの核酸塩基がＤＮＡヌクレ
オチド及びＲＮＡヌクレオチドから選択され、好ましくはＤＮＡヌクレオチドであるもの
を含む請求項１ないし６のいずれか記載のオリゴマー。
【請求項８】
　オリゴマーが、５’から３’方向に、式Ａ－Ｂ－Ｃ、及び任意に式Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄの核
酸塩基配列を含み：ここで
Ａ　　　は、少なくとも１のヌクレオチド類似体、例えば、１、２、３、４、５、又は６
のヌクレオチド類似体、好ましくは２－５のヌクレオチド類似体、好ましくは２、３、又
は４のヌクレオチド類似体、最も好ましくは２、３、又は４の連続ヌクレオチド類似体か
らなり、又はこれを含み、及び；
Ｂ　　　は、リボヌクレアーゼＨを動員することのできる少なくとも５の連続核酸塩基（
ＦＡＢＰ４ ｍＲＮＡ標的といった相補的ＲＮＡと二本鎖を形成する場合）、リボヌクレ
アーゼＨを動員することのできる、例えばＤＮＡ核酸塩基、例えば、５、６、７、８、９
、１０、１１又は１２の連続核酸塩基からなり、又はこれを含み、６－１０、又は７－９
、例えば８の基からなり、又はこれを含み、及び；
Ｃ　　　は、少なくとも１のヌクレオチド類似体、例えば２、３、４、５、又は６ヌクレ
オチド類似体、好ましくは２－５のヌクレオチド類似体、例えば２、３又は４のヌクレオ
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チド類似体、最も好ましくは２、３又は４のヌクレオチド類似体からなり、又はこれを含
み、及び；
Ｄ　　　が存在する場合には、１以上のＤＮＡヌクレオチド、例えば１－３又は１－２の
ＤＮＡヌクレオチドからなり、又はこれを含み、好ましくは、からなる請求項１ないし７
のいずれか記載のオリゴマー。
【請求項９】
　例えば、ＦＡＰＢ４ｍＲＮＡ標的といった相補的ＲＮＡと二本鎖を形成する場合、リボ
ヌクレアーゼＨを動員することができ、領域Ｂが、７、８、９、又は１０の連続ＤＮＡヌ
クレオチド、又は等価な核酸塩基からなる、又はこれを含む請求項８記載のオリゴマー。
【請求項１０】
　該オリゴマー又は連続核酸塩基部分が配列番号１２ないし配列番号１１６からなる群か
ら選択される、又は該オリゴマー又は連続核酸塩基部分が配列番号１２ないし配列番号１
１６のリストから選択される塩基配列と同等の塩基配列からなる、又はこれを含む請求項
１ないし９のいずれかに記載のオリゴマー。
【請求項１１】
　該オリゴマー又は連続核酸塩基部分が配列番号１１８、１２２、１１９、１２０、１２
３、１１７及び１２１からなる群から選択される、又は該オリゴマー又は連続核酸塩基部
分が配列番号１１８、１２２、１１９、１２０、１２３、１１７及び１２１から選択され
る塩基配列と同等の塩基配列からなる、又はこれを含む請求項１ないし９のいずれかに記
載のオリゴマー。
【請求項１２】
　ヌクレオチド類似体が、独立して、又は集合的に：ロックド核酸（ＬＮＡ）ユニット；
２’－Ｏ－アルキル－ＲＮＡユニット、２’－ＯＭｅ－ＲＮＡユニット、２’－アミノ－
ＤＮＡユニット、２’－フルオロ－ＤＮＡユニット、ＰＮＡユニット、ＨＮＡユニット、
及びＩＮＡユニットからなる群から選択される請求項１ないし１１のいずれか記載のオリ
ゴマー。
【請求項１３】
　全てのヌクレオチド類似体が、ＬＮＡユニットである請求項１２記載のオリゴマー。
【請求項１４】
　ＬＮＡが、β－Ｄ、及びα－Ｌ立体配置又はそれらの組み合わせにおける、オキシ－Ｌ
ＮＡ、チオ－ＬＮＡ、及びアミノ－ＬＮＡから独立して選択される請求項８ないし１３の
いずれか記載のオリゴマー。
【請求項１５】
　領域Ａ及びＣのヌクレオチド類似体、又は核酸塩基がβ－Ｄ－オキシ－ＬＮＡである請
求項８ないし１４のいずれか記載のオリゴマー。
【請求項１６】
　ヌクレオチド類似体間の結合が、ホスホジエステル結合である請求項１ないし１５のい
ずれか記載のオリゴマー。
【請求項１７】
　以下の群：炎症性疾患又は障害、関節炎、喘息、アルツハイマー病、代謝疾患又は障害
、メタボリックシンドローム、糖尿病及びアテローム性動脈硬化症から選択される疾患又
は障害の治療のための医薬を製造するための請求項１ないし１６のいずれか記載のオリゴ
マーの使用。
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